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２．京葉運輸区の標準数について「運転士」「車掌」と分けて示すこと。また、安全、サービスレベルの向上や 

技術継承の構築するため必要な要員を確保すること。 

回答：現業機関での柔軟な働き方の推進の趣旨に踏まえ、現業機関における業務量については、年間を通し

た平均的な業務量の基準として、「変形等」「交代」「乗務員」の１日当たりの出面数（作業ダイヤ数）を 

「管理・一般」に分けて示していくこととなる。なお、引き続き業務に必要な要員は確保していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．京葉運輸区の発足時期を具体的に明らかにすること。 

回答：２０２３年８月の発足に向けて、必要な準備を進めている。なお、詳細な日程が決まり次第、社員周知を

行っていく考えである。 
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３．京葉運輸区の担当線区・区間を運転士、車掌に分けてそれぞれ明らかにすること。また、臨時列車担当が

あるのか明らかにすること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用等を勘案し、行路を作成していく。また、臨時列車の担当について

は、運転計画の決定の都度指定していくこととなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４．現行、東京電車区・丸の内車掌区が担当している京葉線・武蔵野線の乗務区間は運転士と車掌で異なっ

ているが、京葉運輸区発足後における乗務区間の会社の考え方を明らかにすること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用等を勘案し、行路を作成していく考えである。 
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５．京葉運輸区の発足に運用改訂について運転士、車掌に分けてそれぞれ具体的に明らかにすること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用等を勘案し乗務割交番作成規程に基づき行路を作成していく。 
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６.京葉運輸区の発足に伴う異動について、本人の希望を尊重すること。また、本施策に伴う面談を実施すること。 

回答：異動については就業規則に則り取り扱うこととなる。また、自己申告書の面談等を通じ、社員の状況

等の把握に努めている。 

７．京葉運輸区の運転士・車掌の新規養成の考え方について明らかにすること。 

回答：新規養成については、必要な教育・訓練は実施していく考えである。 
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８．京葉運輸区の間内レイアウト、備品、設備について明らかにすること。また、そのレイアウトや設備・備品の

使用方法は現場社員の意見を反映して進めること。さらに、サピアタワーから京葉運輸区への移転スケジ

ュールを明らかにすること。 

回答：必要な設備の整備・社員周知は実施していく考えである。 

９．本交渉ならびに２０２１年度東地申第４号「京葉線・武蔵野線の乗務員基地再編について」に関する申し 

入れ（（その１）、２０２２年度東地申第６号「京葉線・武蔵野線の乗務員基地再編成について」に関する申し

入れ（その２）の団体交渉の議論経過に基づき、今後発生した問題点や諸課題についてはその克服およ

び、さらなる安全とサービスレベルの向上のために、十分な労使協議を行うこと。 

回答：具体的に提起があれば「労使間の取扱いに関する協約（令和３年１０月１日締結）」に則り取り扱う   

こととなる。 
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